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　例えば、６年生の「Unit4 I like my town」では、
町にある施設名や児童が町にあったらいいと思う施
設名などもワークシートに加えて練習したり、「Unit6 
What do you want to watch?」では、たくさんある
オリンピック競技種目の中から児童の習い事等の経験
を踏まえて興味関心の高い競技を担任に選んでもら
い、活動の中に多く取り入れる工夫をした。また、中
学校においても、小学校の授業で用いた教材で、オリ
ンピックに関する興味関心を高める授業を行った。６
年生と中学生が同じ教材を通して外国語を学ぶことに
より、中学校外国語科の教育実践を円滑に進めること
図５　学級担任、支援員、筆者の役割を記載した指導案と自作教材の例
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ができると考える。
　これらの教材は、C4thの掲示板に掲載
し、３校の教職員が自由にダウンロード
して使用できるようにした。
（３）外国語科での小中連携による授業
　　　実践の共有化
　小中連携への理解促進のためには、３
校の教職員が情報共有することが必要で
あると考え、本研究では「実践共有」に
も注力してきた。
　外国語授業で使用した指導案や教材、
児童の様子や授業の内容を記した実践の
まとめを、毎週C4thの校区内掲示板に
掲載し、外国語科での取組として公開し
た（図７）。掲示板の機能に「既読」の
確認ページがあり、毎週多くの教職員
が、外国語科での小中連携実践を閲覧し
ていることが確認できた。小学校教員か
らは、「外国語科のような小中連携を他
の教科でもやってもらいたい」という意
見が出された。また、中学校教員から
は、「外国語科での取組は、生徒指導上
の児童生徒理解にも寄与する取組であ
り、互いの情報交換の場としても意義あ
る取組ではないか」という意見が出され
た。
３．研究の成果
　本研究以前、授業実践を通した教職員
同士の意見交流の機会はほとんど行われ
ていなかったことを考えると、中学校区
での教科連携について、３校の教員（外
国語主任、５・６年担任）が協働で授業
実践を行ったり、部会を通じて意見交換
したりできたことは、大きな成果と考え
る。
　本研究の成果を検証するため、2019年
12月に３校の全教職員、及び各小学校の６年生にアン
ケート調査を行った。
３－１．教員アンケート結果
　中学校区３校で教科を通じた連携を行うことに対し
て、肯定的な意見が多いことが分かった。小学校教員
図７　C4thの中学校区掲示板の活用例
図６　部会作成のCAN-DOリスト
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から、部会が小小連携の場にもなっていることや他教
科での連携もできればよいとの意見が確認されたこと
は、本研究の成果と捉えられる。学習意欲や学力向上
の面だけでなく生徒指導面においても効果があるので
はないかとの意見もあり、教科での小中連携をさらに
進めることで、児童生徒への指導のつながりもできて
くることが期待できる。
　また、授業作りに関して、中学校教員との役割分担
ができつつあること、中学校教員の持つ外国語指導の
ノウハウと小学校教員の実践している学級経営のノウ
ハウをうまく組み合わせることができてきた、との意
見が出た。
　一方で、今後の展開については、小中連携を続ける
ことで生じる担当教員の負担の大きさを懸念する意見
もあり、外国語科の専科教員の配置を望む意見が多く
出された。
３－２．児童アンケートの結果
　「授業が楽しかったか」「難しかったか」という質問
に対する児童の回答とその理由は図８のように整理で
きる。
　児童は、アクティビティなどで生じる外国語科授業
の楽しさだけでなく、英語で話される内容について、
分かる部分や話の流れから推測して理解しようとする
ことへの楽しさを感じていたと言える。月２回の訪問
であったため、担任の授業と中学校教員の授業の相乗
効果もあったと言える。英語で話される内容を理解で
きた経験は、英語学習への意欲を高め、中学校英語へ
の期待となったと考えられる。
　中学校英語への期待度を問う質問では、ほとんどの
児童が「楽しみになった」と回答し（図９）、その理
由として「中学校ではこのように授業をしていくのか
ということが分かった」や「先生が英語で進める授業
が楽しかった」と答えた。多くの６年生にとって、中
学校進学は不安の多いものであると推測するが、授業
への不安感も大きいと考えられる。教科による小中連
携が進むことで、児童の中学校進学への不安払拭につ
ながることは、これらの結果からも確認できる。
４．研究の課題
　本研究の課題として、以下の２点が挙げられる。
　一つ目は、小学校外国語科の授業に中学校教員が関
わるためには、人事的側面からの支援が必要というこ
とである。2019年度は小学校で授業ができる「兼務教
員」制度を利用した。しかし、特配等の人事的支援は
得られなかったため、中学校での通常時数に加える形
で、２つの小学校での授業をT1として行うことにな
り、移動時間を加えると、業務量の増加があった。今
後、小学校での外国語科指導充実のために教科での小
中連携を考えた場合、人事的側面からの支援をどのよ
うに得られるかが課題となると考える。
図９　児童によるアンケート結果②
図８　児童によるアンケート結果①
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　二つ目は、複数の学校の教員が、定期的に行われる
連携授業をするための打ち合わせ時間をどのように生
み出すかということである。本研究では、対面での打
ち合わせの機会や時間を確保することが困難であった
ため、C4thの活用を試みたが、途中でFAXに変更す
るなど授業作りの面では十分に機能しなかった。授業
者同士で集まり、相談できることがよりよい授業作り
につながることは本研究実践からも指摘できる。校区
内の管理職や教務主任等とも相談し、打ち合わせ時間
を確保するための仕組みが必要と考える。
５．今後の展開
　2020年度の校区内外国語科による小中連携は、上述
課題を解決しながら始まった。一つ目の課題を解決す
るために、中学校に英語科の加配教員が配置された。
二つ目の課題を解決するため、中学校教員がT1とし
て小学校外国語科の全ての授業を行うことにし、担任
との打ち合わせ時間の縮減を図った。
　昨年度の中学校教員による外国語科授業を児童生徒
がどのように感じたかを確認するため、2020年６月、
６年生（昨年度５年生）と中学１年生（昨年度６年
生）を対象に、昨年度を思い出してもらう形でアン
ケートを行った。
　６年生は、５年生時の授業について振り返り、95％
の児童が楽しかったと回答した（図10）。楽しくな
かったと答えた児童は、ゲームなどで勝てないことが
多くそれが嫌だったと回答した。「５年生の初めのこ
ろは、英語が分からなくて嫌だと思ったけど、先生
が楽しく勉強できるように考えてくれたので楽しいと
思った。」「オールイングリッシュは難しいけど、いい
緊張感があって楽しかった。先生の英語を聞き取ろう
と一生懸命になったことがよかった。」という意見が
確認された。
　筆者は現在、６年生の彼らと週２回授業をしている
が、どの児童も意欲的に取り組む様子が見られる。中
学校を意識した質問が出るなど、中学校進学への期待
を持ちながら授業を受けていると実感できる。
　一方、中学１年生は、６年生時の授業について振り
返り、小学校に中学校教員が来て授業をすることにつ
いて、多くが肯定的に回答した（図11）。中学校教員
による乗り入れ授業は、６年生にとって有効と捉えら
れる。中学校英語への期待度は80％の生徒が楽しみと
図10　６年生へのアンケート結果
図11　中学１年生へのアンケート結果
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回答している。楽しみではないと回答した生徒から
は、「テストが難しそう」「覚えることが小学校とは比
べものにならないほど多いから楽しみではない」とい
う意見がみられた。
　昨年度の６年生は、担任からの要望を踏まえ、中学
校を意識した授業を展開してきた。「書くこと」も取
り入れ、正しく写して書くことを心がけるよう指導し
た。その成果が「書くこと」への関心につながってい
ると考えられる。
　今年度は、コロナ感染対策もあり、部会での情報交
換は全てC4thを活用して行っている。一度に複数の
関係職員同士で情報共有ができるため、小中だけでな
く小小の連携にもつながっていると考えられる。
　小学校外国語科に関わる中学校教員として、児童生
徒の学びを円滑につなぐための校区内外国語科のシス
テム作りのためには、学校全体の課題としての取組を
継続する必要があると考える。なぜならば、校区内の
教科連携は、児童生徒の学習意欲の向上のみならず、
教員にとっても児童生徒理解や指導力向上に寄与してい
ることが筆者の実感とともに確認されるからである。
　小学校で外国語が教科になったとはいえ、特に６年
生から中学校１年生への学びのつながりを児童生徒が
スムーズに乗り越えるためには、教科担当がそのつな
がりを理解し、意図的に授業を展開する必要がある。
その取組なくして、小学校外国語から中学校外国語へ
の円滑なつながりを児童生徒が実感することは難しい。
　本研究の継続的な取組により、小学校での教科担当
制の円滑な導入にも寄与できると考える。今後も引き
続き、中学校区における教科部会を軸とした小中連携
のシステム作りを進めていきたい。
付記
　本研究実践に関わり、勤務校であるＡ校、そしてＢ校、Ｃ校
の教職員の方々、ALT、外国語指導員に多大なるご協力をいた
だきました。御礼申し上げます。また、ご指導をいただいた群
馬大学教職大学院の矢島正元教授、野村晃男教授に、御礼申し
上げます。
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